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平成２３年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第１号（平成２３年３月７日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

第１ 開 会

第２ 会議録署名議員の指名

第３ 会期の決定

第４ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第５ 議案第１号 平成２３年度三沢市一

般会計予算

第６ 議案第２号 平成２３年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第７ 議案第３号 平成２３年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第８ 議案第４号 平成２３年度三沢市土

地区画整理事業特別会計予算

第９ 議案第５号 平成２３年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第10 議案第６号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第11 議案第７号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計予算

第12 議案第８号 平成２３年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第13 議案第９号 平成２３年度三沢市水

道事業会計予算

第14 議案第10号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

第15 議案第11号 平成２２年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）

第16 議案第12号 平成２２年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第17 議案第13号 平成２２年度三沢市土

地区画整理事業特別会計補正予

算（第２号）

第18 議案第14号 平成２２年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）

第19 議案第15号 平成２２年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

３号）

第20 議案第16号 平成２２年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第４

号）

第21 議案第17号 平成２２年度三沢市水

道事業会計補正予算（第２号）

第22 議案第18号 平成２２年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

第23 議案第19号 三沢市の議会の議員及

び長の選挙における選挙公報の

発行に関する条例の制定につい

て

第24 議案第20号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第25 議案第21号 三沢市住民生活に光を

そそぐ基金条例の制定について

第26 議案第22号 特別災害による被害者

に対する市税減免の特別措置に

関する条例の一部を改正する条

例の制定について

第27 議案第23号 三沢市特別会計条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第28 議案第24号 三沢市ふれあい館条例
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の一部を改正する条例の制定に

ついて

第29 議案第25号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第30 議案第26号 財産の取得について

第31 議案第27号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第32 議案第28号 市道の路線の廃止につ

いて

第33 議案第29号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

第34 提案理由の説明

─────────────────

第35 議案の説明（省略）

─────────────────

第36 総括質疑

─────────────────

第37 特別委員会の設置及び議案の付託

─────────────────

第38 特別委員会委員の選任

─────────────────

第39 請願第１号 環太平洋経済連携協定

（ＴＰＰ）交渉参加阻止に関する意

見書提出を求める請願

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

第１ 開 会

第２ 会議録署名議員の指名

第３ 会期の決定

第４ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第５ 議案第１号 平成２３年度三沢市一

般会計予算

第６ 議案第２号 平成２３年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第７ 議案第３号 平成２３年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第８ 議案第４号 平成２３年度三沢市土

地区画整理事業特別会計予算

第９ 議案第５号 平成２３年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第10 議案第６号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第11 議案第７号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計予算

第12 議案第８号 平成２３年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第13 議案第９号 平成２３年度三沢市水

道事業会計予算

第14 議案第10号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

第15 議案第11号 平成２２年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）

第16 議案第12号 平成２２年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第17 議案第13号 平成２２年度三沢市土

地区画整理事業特別会計補正予

算（第２号）

第18 議案第14号 平成２２年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）

第19 議案第15号 平成２２年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

３号）

第20 議案第16号 平成２２年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第４

号）

第21 議案第17号 平成２２年度三沢市水

道事業会計補正予算（第２号）

第22 議案第18号 平成２２年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

第23 議案第19号 三沢市の議会の議員及

び長の選挙における選挙公報の

発行に関する条例の制定につい

て

第24 議案第20号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務
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時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第25 議案第21号 三沢市住民生活に光を

そそぐ基金条例の制定について

第26 議案第22号 特別災害による被害者

に対する市税減免の特別措置に

関する条例の一部を改正する条

例の制定について

第27 議案第23号 三沢市特別会計条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第28 議案第24号 三沢市ふれあい館条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて

第29 議案第25号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第30 議案第26号 財産の取得について

第31 議案第27号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第32 議案第28号 市道の路線の廃止につ

いて

第33 議案第29号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

第34 提案理由の説明

─────────────────

第35 議案の説明（省略）

─────────────────

第36 総括質疑

─────────────────

第37 特別委員会の設置及び議案の付託

─────────────────

第38 特別委員会委員の選任

─────────────────

第39 請願第１号 環太平洋経済連携協定

（ＴＰＰ）交渉参加阻止に関する意

見書提出を求める請願

─────────────────

◎出席議員（１９名）

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １５番 小比類巻 雅 彦 君

２番 瀬 崎 雅 弘 君

３番 奥 本 菜保巳 君

４番 加 澤 明 君

５番 鈴 木 重 正 君

６番 藤 田 光 彦 君

７番 天 間 勝 則 君

８番 太 田 博 之 君

１０番 堀 光 雄 君

１１番 春 日 洋 子 君

１２番 野 坂 篤 司 君

１３番 西 村 盛 男 君

１４番 小比類巻 正 規 君

１６番 舩 見 亮 悦 君

１７番 山 本 弥 一 君

１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２７名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 澤 口 正 義 君

総 務 部 長 工 藤 智 彦 君

民 生 部 長 野々宮 忠 良 君

健康福祉部長 宮 古 直 志 君

経 済 部 長 米 田 光一郎 君

建 設 部 長 中 西 敬 悦 君

上下水道部長 吉 田 幸 男 君

政 策 推 進 監 中 村 健 一 君

商業活性化推進監 古 田 清 孝 君

政策財政部参事
中野渡 進 君

兼政策調整課長

政策財政部参事
鳥谷部 斉 君

兼 財 政 課 長

総 務 部 参 事
佐々木 卓 也 君

兼 総 務 課 長

行政経営課長 山 本 優 君

秘 書 課 長 繋 範 雄 君

国保年金課長 小 泉 富 男 君
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介護福祉課長
兼いきいきデイ 平 出 修 一 君
センター所長

農政水産課長 谷 坂 昭 博 君

都市整備課長 中 村 均 君

下 水 道 課 長 小 泉 眞 章 君

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

三沢病院事務局
小笠原 雅 義 君

理事兼管理課長

消 防 長 月 館 孝 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 今 村 哲 也 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 川 代 一 男 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 河 村 健 康 君

主 任 主 査 大 塚 英 知 君

主 事 鳴 海 拓 君

─────────────────

◎会議録署名議員

８番 太 田 博 之 君

１３番 西 村 盛 男 君

─────────────────

別 紙

◎予算審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

２０番 委 員 長 森 三 郎

４番 副委員長 加 澤 明

２番 委 員 瀬 崎 雅 弘

３番 委 員 奥 本 菜保巳

５番 委 員 鈴 木 重 正

６番 委 員 藤 田 光 彦

７番 委 員 天 間 勝 則

８番 委 員 太 田 博 之

１０番 委 員 堀 光 雄

１１番 委 員 春 日 洋 子

１２番 委 員 野 坂 篤 司

１３番 委 員 西 村 盛 男

１５番 委 員 小比類巻 雅 彦

１６番 委 員 舩 見 亮 悦

１７番 委 員 山 本 弥 一

１８番 委 員 堤 喜一郎

１９番 委 員 小比類巻 種 松

◎補正予算審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１６番 委 員 長 舩 見 亮 悦

１４番 副委員長 小比類巻 正 規

３番 委 員 奥 本 菜保巳

５番 委 長 鈴 木 重 正

７番 委 員 天 間 勝 則

８番 委 員 太 田 博 之

１０番 委 員 堀 光 雄

１１番 委 員 春 日 洋 子

２０番 委 員 森 三 郎

◎条例等審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１７番 委 員 長 山 本 弥 一

６番 副委員長 藤 田 光 彦

２番 委 員 瀬 崎 雅 弘

４番 委 員 加 澤 明

１２番 委 員 野 坂 篤 司

１３番 委 員 西 村 盛 男

１８番 委 員 堤 喜一郎

１９番 委 員 小比類巻 種 松



― 5 ―

午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

○議長（馬場騎一君） 出席議員は定足数に

達しておりますので、会議は成立しました。

これより、去る２月２４日告示招集されま

した平成２３年三沢市議会第１回定例会を開

会します。

─────────────────

◎教育委員長就任あいさつ

○議長（馬場騎一君） 会議に入る前に、新

しく教育委員長に就任されました熊野稔氏よ

り、特に発言の申し出がありますので、この

際、発言を許します。

教育委員長。

○教育委員長（熊野 稔君） 馬場議長のお

許しをいただきましたので、一言ごあいさつ

申し上げます。

昨年１２月２７日に開催されました臨時教

育委員会におきまして、教育委員会委員長に

選任され、同日付で就任いたしました。

もとより浅学非才の身ではございますが、

三沢市の将来を担い、まちづくりの礎となる

子供たちの教育環境を整えるとともに、さま

ざまな教育行政における事業に対し、的確な

判断と市民の御理解、そして御協力が得られ

るよう、微力ではございますが、誠心誠意努

力を傾注してまいります。

皆様方には、今後とも変わることなく御指

導、御鞭撻を賜りますよう心からお願い申し

上げまして、就任のあいさつといたします。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） それでは、直ちに本

日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

○議長（馬場騎一君） 日程第２ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、８番太田博之議員、１

３番西村盛男議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

○議長（馬場騎一君） 日程第３ 会期の決

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から３月１７日までの１１日間とし

たいと思います。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、会期は、本日から３月１７日まで

の１１日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

○議長（馬場騎一君） 日程第４ 諸報告

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第 １号から

日程第３３ 議案第２９号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第５ 議案第１

号から日程第３３ 議案第２９号までの全議

案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第３４ 提案理由の説明

○議長（馬場騎一君） 日程第３４ 提案理

由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） おはようございま

す。

本日ここに、平成２３年三沢市議会第１回

定例会が開催され、平成２３年度当初予算を

はじめとする各議案の御審議をお願いする前

に、議長のお許しをいただきまして、ニュー

ジーランドの地震災害につきましてお見舞い

を申し上げたいと存じます。

２月２２日の朝、ニュージーランドのクラ

イストチャーチ市郊外で発生いたしました大

規模な地震において甚大な被害をこうむり、

邦人を含む多くのとうとい命が失われたこと
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に対しまして、心から哀悼の意を表するもの

であり、被災された方々の一日も早い復興を

願うものであります。

邦人犠牲者の御冥福を心からお祈り申し上

げますとともに、いまだに安否の確認がとれ

ない邦人やその御家族、関係者の無念に心か

らお見舞いを申し上げる次第であります。

それでは、平成２３年度当初予算をはじめ

とする各議案の御審議をお願いするに当た

り、私の市政運営に関する基本姿勢と、その

所信を明らかにし、提案いたしました議案の

概要を御説明申し上げ、議員各位並びに市民

の皆様方の御理解と御協力を賜りますように

心からお願いをするものであります。

さて、私が市長に就任して３年８カ月余り

が経過いたしましたが、その間、「人とまち

みんなで創る 国際文化都市」を基本理念

とする三沢市総合振興計画をスタートさせ、

市民一人一人の個人の尊重と住民自治を基調

に、それぞれが持つ豊かで多様な知識と経験

を生かしたまちづくりを推進することで、真

に温もりのある地域社会を築くとともに、地

域の強いきずなや連帯がある三沢市の未来像

を描き、その実現に邁進してまいったところ

であります。

これからも市民が主体となった「みんなで

創る」にぎわいのある三沢市、そしてまた、

豊かな自然に恵まれた郷土の風景を大切に

し、心豊かで国際性に富んだ人材を育てるま

ちづくり、三沢市に愛着と誇りを持って次世

代へ引き継いでいける持続可能なまちづくり

を目指し、直接市民のもとに足を運び、市民

の目線に立って、市民とともに歩む市民本位

のまちづくりに全力を挙げて取り組んでまい

りたいと存じております。

それでは、議案第１号平成２３年度三沢市

一般会計予算について、その概要を御説明申

し上げます。

我が国経済の動向は、景気の足踏み状態と

なっており、雇用情勢は幾分持ち直しの動き

が見られるものの、依然として厳しい状況に

あります。この先行きについては、海外経済

の改善や政府による各種の政策効果などを背

景に、景気が持ち直していくことが期待され

ておりますが、依然としてデフレからの脱却

はまだ見込めないことから、今後においても

予断を許さない状況にあります。

国においては、深刻な財政状況のもと、持

続可能な社会保障の整備がおくれる中、少子

高齢、生産年齢人口の減少はいや応なく進

み、将来への不安感が高まっていることか

ら、人への投資の重視、新しい公共、地域主

権などのさまざまな改革を進めるとともに、

今後は、経済成長、財政健全化、社会保障改

革を一体的に実現し、元気な日本を復活させ

るための礎を築く必要があるとして、成長と

雇用の実現に重点を置いた予算編成を行い、

一般会計予算は、前年度当初予算に比べまし

て０.１２％増の９２兆４,１１６億円となっ

たところであります。

一方、当市の財政状況は、歳入については

市税などの自主財源や地方交付税を含む依存

財源においても大幅な増加を見込むことがで

きず、先々の見通しが極めて不透明となって

いることなどから、依然として厳しい財政環

境に置かれているところであります。

そのような中、当市の平成２３年度の当初

予算編成に当たりましては、目的及び成果志

向による行政経営システムに基づき、事務事

業評価や施策評価の結果を的確に反映し、行

財政改革との一体的な取り組みにより、将来

世代への持続可能な財政構造を確立するため

の予算編成を基本方針として、三沢市総合振

興計画の基本理念であります「人とまち み

んなで創る 国際文化都市」建設のために、

「健康で助け合うまちづくり」「環境と共生

し安心できるまちづくり」「豊かな心と体を

育むまちづくり」「働き暮らせるまちづく

り」「生活に便利なまちづくり」及び「健全

で開かれたまちづくり」の六つの都市像の実

現を目指したところであります。

その結果、平成２３年度三沢市一般会計当

初予算は、歳入歳出ともに１９５億９,５０

０万円となり、前年度当初予算と比較し１２
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億７,２００万円、率にしまして６.９％の増

といたしたところであります。

それでは、平成２３年度における主要施策

に対する予算措置の主なるものについて御説

明申し上げます。

まず第１に、「健康で助け合うまちづく

り」についてであります。

核家族化が進み、少子高齢社会の今日、高

齢者などが生き生きと社会参加ができ、それ

を地域社会が支え合い、そして安心して子供

を生み育てることができるよう、高齢者の自

立した日常生活の確保や生活指導のためのデ

イセンター運営費や妊婦委託健康診査の無料

診査事業を継続するとともに、単独事業とし

て、米の地産地消も兼ねたわんぱく家族米支

給事業を継続実施いたします。

また、保護者が安心して就業できるよう、

延長保育促進事業や放課後児童健全育成事業

のほか、児童館の指定管理料や各種扶助費な

どに所要の予算を措置いたしました。

市民の健康づくりの推進では、新規事業と

して、後期高齢者肺炎球菌ワクチン、子宮頸

がんワクチン、ヒブワクチン及び小児肺炎球

菌ワクチンの接種費助成事業やスポーツ施設

などの公共施設に自動体外式除細動器を設置

するほか、市民により身近で質の高い医療・

保健サービスを提供するため、女性特有のが

ん検診や生活習慣病予防検診など総合的なが

ん対策事業のほか、健康増進対策事業及び各

種医療給付事業などに引き続き所要の予算を

措置いたしました。

第２に、「環境と共生し安心できるまちづ

くり」についてであります。

地球温暖化などの環境問題に対応するた

め、省資源、省エネルギー及び環境保全など

に引き続き資源リサイクル推進費及び自然保

護費を予算措置するとともに、市民の快適な

生活環境を守るためのじんかい処理費や焼却

施設の補修工事のための清掃センター整備事

業などに引き続き所要の予算を措置いたしま

した。

また、災害応急対策として、気象情報や火

災情報などを配信する防災メール配信事業や

高規格救急自動車整備事業のほか、住宅用火

災警報器設置の調査など、自然災害や緊急事

態における市民の生命・財産の安全確保を図

るための所要の予算を措置いたしました。

第３に、「豊かな心と体を育むまちづく

り」についてであります。

市民や子供たちの国際性を養い、外国の多

様な文化への理解が深まるよう、国際交流推

進事業として、姉妹都市委員会補助金やミ

ス・ビードル・フライト実行委員会補助金の

ほか、三沢市の特性を生かした英語活動科推

進事業なども引き続き所要の予算を措置いた

したところであります。

また、小中学校においては、学習指導体制

の支援を図るため、特別支援教育支援員を３

名増員し、２３名配置することといたしまし

た。

さらに、安全安心な学校を目指し、第三中

学校については、平成２４年度の完成を目指

し、新築工事の所要の予算を措置いたしまし

た。

スポーツの振興などにつきましては、ス

ポーツ推進費として、各種大会選手派遣費を

引き続き所要の予算を措置したほか、市民運

動広場の改修工事を実施するほか、(仮称)国

際交流スポーツセンターの整備に向けまして

所要の予算を措置いたしたところでありま

す。

第４は、「働き暮らせるまちづくり」につ

いてであります。

当市の基幹産業であります農・漁業はもと

より、観光や新たな産業創出への支援、地場

産業の競争力強化など、市経済の活路を切り

開いていくため、農業では、農地の集団化を

総合的に実施し、経営規模の拡大や高能率農

業の展開を図る県営北三沢地区経営体育成基

盤整備事業やニンジン洗浄選別施設設置助成

事業など、主要事業に対する各種負担金、補

助金に所要の予算を措置するとともに、学校

給食センターの機能をあわせ持った農産物加

工施設の建設工事に着手し、漁業にあって
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は、広域漁港整備事業を継続してまいりま

す。

商工業では、経済・雇用対策事業として、

昨年に引き続き産業活性化住宅新築リフォー

ム補助金を実施するほか、新規事業として、

若年者就労支援・実務体験業務委託に所要の

予算を措置したほか、市の最重点要望の一つ

であります企業誘致につきましては、航空機

産業の企業集積など、県とともにその推進を

図ってまいります。

第５は、「生活に便利なまちづくり」につ

いてであります。

これまでのバス路線とコミュニティバス実

証運行をもとに、地域公共交通の見直しを図

り、市民が利用しやすい公共交通環境を整え

るとともに、道路整備においては、(仮称)市

道焼山１号線整備及び東岡三沢地区ほか道路

整備に伴う測量業務を実施するほか、市道東

岡三沢・松原線整備事業などの継続につきま

しても所要の予算を措置いたしました。

また、ケーブルテレビのサービス向上や公

園遊具の改修、古間木団地建てかえのための

基本計画策定など、便利で住みよい都市基盤

の整備に必要な事業につきましても所要の予

算を措置いたしました。

第６は、「健全で開かれたまちづくり」に

ついてであります。

市民が主体となった「みんなで創る」にぎ

わいのあるまちづくりを目指し、町内会をは

じめ、ＮＰＯや各種団体等の支援を強化する

ため、(仮称)市民活動サポートセンターや市

民提案型事業に所要の予算を措置するととも

に、ＮＰＯ支援費や市連合町内会活動費補助

金及び市民参加型まちづくり評価事業などに

所要の予算を措置し、市民との綿密な連携に

よる健全で開かれたまちづくりを目指してま

いりたいと思います。

次に、歳入の主なものについて御説明申し

上げます。

まず、市税につきましては、景気動向の影

響や給与水準の低迷による個人市民税の減収

が見込まれるなどにより、前年度比０.７％

の減といたしました。

地方譲与税及び地方消費税交付金などにつ

きましては、国の地方財政計画などを勘案

し、計上いたしたところであります。

国有提供施設等所在市町村助成交付金につ

きましては、前年度交付実績により、前年度

比２.５％の増とし、地方交付税につきまし

ても、地方財政計画を勘案し、前年度比５.

９％の増といたしました。

国庫支出金につきましては、子ども手当費

負担金や、継続事業であります農産物加工施

設設置事業の増額などにより、前年度比２

０.６％の増となり、県支出金につきまして

も、子ども手当費負担金などの増額により、

前年度と比較して１４.３％の増としており

ます。

繰入金につきましては、基金の取り崩しに

頼らない予算編成に取り組み、歳入の確保や

歳出の見直しに努めた結果、昨年同様に財政

調整基金や減債基金などの取り崩しをするこ

となく、特定目的基金の繰り入れにとどめた

ところであります。

市債については、投資的経費の増に伴う財

源確保により、前年度比１７.５％の増と

なったところであります。

以上が、平成２３年度三沢市一般会計予算

の概要であります。

次に、議案第２号から議案第１０号まで

は、平成２３年度の各特別会計などの予算で

あります。内容などにつきましては、御審議

の際に詳細に御説明申し上げます。

次に、議案第１１号平成２２年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）についてでありま

すが、国庫補助金等の決定通知などに基づく

安全・安心な学校づくり交付金による小中学

校の耐震補強事業のほか、きめ細かな交付

金、住民生活に光をそそぐ交付金事業などの

予算措置及びその他の事業費の調整並びに緊

要な一般行政費の補正であります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに４

億４,４１０万円の増額補正で、既定額との

累計では１９５億６００万円となったところ
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であります。

次に、議案第１２号から議案第１８号まで

は、平成２２度各特別会計の補正予算であり

ます。内容につきましては、御審議の際に詳

細に御説明申し上げます。

次に、議案第１９号から議案第２５号まで

は、行政運営上必要な条例の制定及び改正で

あります。

次に、議案第２６号は、財産として市道用

地を取得するものであります。

次に、議案第２７号は、青森県新産業都市

建設事業団に委託すべき事業に関する計画の

一部変更についてであります。

次に、議案第２８号及び議案第２９号は、

市道の路線の廃止及び認定についてでありま

す。

以上、平成２３年度における市政運営に対

する所信の一端を申し上げますとともに、提

案いたしました議案の主なものについて、そ

の概要を御説明申し上げましたが、議事の進

行に伴い、御質問に応じ、本職並びに関係部

長などから詳細に御説明申し上げたいと存じ

ます。何とぞよろしくお願いを申し上げま

す。

なお、ここで一言、太平洋無着陸横断飛行

についてお話をさせていただきます。

本年は、人類初の太平洋無着陸横断飛行か

ら８０周年、さらに、ウエナッチ市との姉妹

都市締結３０周年、東ウエナッチ市とは１０

周年を迎える大きな節目の年であります。

このミス・ビードル号の歴史的事実を復元

機の再現飛行を通じ、国内はもとより国外に

発信し、多くの市民が参加でき、三沢市全体

の活性化、観光客の誘致につなげるような、

ミス・ビードル号フライト実行委員会をはじ

め関係機関や多くの市民の協力を得ながらさ

まざまなイベントを実施するなど、今日ある

良好な日米関係をもとに、事業を展開したい

と考えております。議員各位並びに市民の皆

様方の御理解と御協力を心からお願いするも

のであります。

なお、おかげさまをもちまして、先日、当

市で開催されました全国胃癌学会は、これま

で例のない１,７３８人の参加を得まして、

多くの方々から立派な大会であったとのお褒

めの言葉もいただいているようであります。

本当に成功裏に終えることができましたこと

を報告申し上げ、多くの市民の皆様、そし

て、議員各位に改めて感謝を申し上げ、報告

とさせていただきます。大変ありがとうござ

いました。

以上をもちまして終わります。

─────────────────

◎日程第３５ 議案の説明

○議長（馬場騎一君） お諮りします。

ただいま一括上程しました全議案に対する

当局の議案説明は、会議規則第３７条第３項

の規定により省略したいと思います。これに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案の説明は、省略します。

─────────────────

◎日程第３６ 総括質疑

○議長（馬場騎一君） 日程第３６ 一括上

程しました全議案に対して総括質疑を行いま

すが、この後、特別委員会も予定しておりま

すので、質疑は大綱的なものに絞って願いま

す。

なお、通告がありますので、発言を許しま

す。

１７番山本弥一議員。

○１７番（山本弥一君） ただいま議長のお

許しをいただきましたので、議案第１号平成

２３年度三沢市一般会計予算について総括質

疑をいたします。

今議会に上程された本市の当初予算規模は

１９５億９,５００万円で、平成２２年度当

初予算額に比較し１２億７,２００万円、６.

９％増と相なっています。

この予算編成に当たって、成果志向による

行政経営システムに基づき、まちづくりの基

本方針に沿って予算編成したということであ
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ります。

予算には、編成と執行の二つの過程があり

ます。編成においては、予算編成方針の作成

を経て、概算要求書の提出、そして査定し、

組み立てられ、議会へ提出し、議決が実施さ

れ、成立するという順序に従って事務が行わ

れているところであります。

予算が首長の政策の財政的表現であるとと

もに、行政統制手段としての役割並びに執行

部の意思を統一する場としての役割を持つも

ので、予算の持つ役割が十分に発揮されるよ

うな予算編成が行われることが重要でありま

す。

また、予算編成のよしあしは、予算の執行

管理や会計管理として監査という一連の連鎖

行為の適否につながるもととなるので、財務

管理の観点からも、これらの諸活動の有機的

連関、つまり、かかわりに留意して編成され

なければなりません。

さらに、予算を編成する場合に最も肝要な

ことは、限りある財源を重点かつ効率的に配

分することであり、加えて、節度ある財政運

営を図るように努めることでもあります。

特に、長期的展望に立って施策を決定し、

所要経費を可能な限り適正に算定して計上し

なければなりません。

義務的経費についても、社会情勢の変化に

対応させて、法令や制度の改廃を勇断をもっ

て実施する必要がございます。

長引く経済不況により、地方財源も極めて

厳しい状況の中で、配分をいかにしていくか

が切実な問題であります。行政の重要な政策

プログラムの機能を果たす予算制度である

が、現行自治財政にとって比重の高い国の補

助金や支出の動向によって予算も大きく左右

されます。

そこで、本市の平成２３年度当初予算の編

成に当たって、事務事業評価と施策評価の結

果を的確に予算に反映したというが、どのよ

うな評価基準に基づき検討し、施策に反映さ

れているのか、答弁を求めるものでありま

す。

次に、百年に一度という経済危機の中に

あって、経済基盤が低成長型へ移行し、大幅

な収入増が見込めない状況で、予算機能の重

要性は高まる一方であります。

以上のように、予算は経済政策的機能を有

しています。今日の市民経済において、経済

の安定成長の確保は重要な課題であります。

今、厳しい経済社会の歴史的展開に伴い、

予算に対する期待も変化してきております。

予算の役割は、貨幣量で表現される政治的価

値判断であり、一切の粉飾を許されない客観

的な政治の方針でございます。

また、地方公共団体の歳入歳出予算は、一

会計年度における収入と支出の見積もりでも

あります。

なお、歳出予算の範囲内において、最小の

経費をもって最大の効果を上げることが要請

されることは言うまでもありません。

平成２３年度一般会計予算額が、平成２２

年度当初予算額に比較して６.９％増の積極

的予算だと言うが、しかし、予算執行の面に

おいては、一般的に地方公共団体が３割自治

と言われるように、国庫補助金や地方交付税

などの国に対する財源依存度が高く、政府の

財政運営方針に大きく左右されています。し

かも、補助金対象の事業は、国庫支出金の内

示や決定があるまで執行することができず、

毎年度の予算執行に円滑を欠いているのが実

情であります。

特に、今年は、ねじれ国会の中で予算が成

立したとしても、執行の関連法案の成立がめ

どが立たない状況では、長引く事態も予想さ

れ、万が一にもそうなった場合、本市の平成

２３年度当初予算の執行に大きな影響も懸念

されるが、当局ではどんな手だてや対応を考

えているか、答弁を求めるものであります。

以上で、議案第１号平成２３年度三沢市一

般会計予算について、私の総括質疑を終わり

ます。

○議長（馬場騎一君） ただいまの総括質疑

に対する当局の答弁を願います。

市長。
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○市長（種市一正君） ただいまの山本議員

さんの平成２３年度三沢市一般会計予算につ

いての総括質疑に対してお答えをいたしま

す。

まず、御質問の第１点目、平成２３年度三

沢市一般会計予算の編成に当たって、行政評

価がどのように反映されているのかについて

お答えをいたします。

行政評価は、三沢市総合振興計画の着実な

推進を図るため、効率的で効果的な成果志向

型の行政経営を実施する上で、そのチェック

機能として重要な役割を果たすものでありま

すが、今年度は、平成２１年度に実施した事

務事業及び施策を対象として評価を行ってお

ります。

その内容につきましては、前にも述べた経

過がありますが、事務事業４１７件につい

て、必要性、有効性及び効率性の観点から事

務事業の妥当性を評価し、７３件の施策につ

いては進捗状況を評価いたしたところであり

ます。

さらに、これらの評価を市民の視点から検

証するために、学識経験者と公募市民を含む

１５名の行政改革推進委員による外部評価を

実施し、延べ１０回開催された行政改革委員

会では、厳しくかつ真摯に議論をしていただ

き、外部評価の意見としてまとめていただき

ました。

この外部評価意見及び内部評価の結果をも

とに、行政経営会議において施策や事務事業

の方針を決定したところであります。

小川原湖広域観光協議会負担金など４件に

ついては廃止、各種語学講座など２件につい

ては縮小とし、介護認定を円滑に実施するた

めの事業費など１１件については拡大するこ

ととし、平成２３年度一般会計当初予算に反

映したところであります。

今後とも行政評価を含め、より一層効果的

な、あるいは効率的な行政経営を実施し、適

正な予算編成に努めてまいりたい。

次に、御質問の２点目であります国の予算

関係法案にかかわる当市への影響とその対応

についてお答えをいたします。

今国会における平成２３年度予算案は、衆

議院を通過し、年度内に成立することが確定

いたしましたが、予算執行のための各種予算

関連法案につきましては、税制改正案や子ど

も手当法案など、合わせて２６法案がありま

して、その中には年度内の成立が困難な状況

にあると報じられているものもあるわけであ

ります。これらの関連法案が成立しなけれ

ば、当市のみならず全国の地方自治団体、公

共団体はもちろん、市民生活にも大きな影響

が及ぶものと考えているところであります。

例えば、税制の改正法案では、農林漁業用

のＡ重油などの減免措置が失効し、燃料の価

格が上昇するということになると思います。

また、子ども手当法案では、御承知のよう

に児童手当に戻るということになり、その場

合、支給額については、３歳未満月額２万

円、３歳から中学生に月額１万３,０００円

の支給から、３歳未満が月額１万円、３歳か

ら小学生が月額５,０００円に減額されるな

ど、所得制限も復活し、支給時期もずれ込む

可能性もあると思います。

公債特例法案においては、総額９２兆４,

０００億円の予算案の約４割を占める、いわ

ゆる財源の確保が困難になることから、歳入

の確保においては、各地方公共団体の予算執

行に影響も及ぼすことになります。

いずれにいたしましても、地方公共団、公

共の問題でありまして、国及び県と連携をと

りながら対処することになると考えておりま

すので、御理解を賜りたいと思います。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） １７番。

○１７番（山本弥一君） 第１点目の評価に

ついてでありますけれども、市民あるいは専

門家を加えた評価委員会でさまざまな評価を

なさった。それで、当初予算に反映したとい

うことでありますが、地方公共団体の単年度

予算制度の持つ性格から、長期展望がややも

すれば反映されにくく、要求部門に当たって

も確たるビジョンを出しづらく、単年度限り



― 12 ―

の細切れ予算になりやすい面がございます。

小手先の数字合わせとも言われる財源配分に

なることが懸念されるところであります。

依然として厳しい財政状況ではあるが、予

算本来の機能を達成するため、財政政策と行

政活動の両面において効率的運営を目指すた

め、より市民にオープンな形で、評価委員会

等の会議と事前評価を図っていく見直しをす

るべきだと私は考えますが、その点について

市長の考えをお伺いさせていただきたいと思

います。

次に、２番目の国の関連法案が通らない場

合、各地方公共団体に大きな影響が当然及び

ます。先ほどの答弁でありますと、県、国と

連携を図りながらそれらに対応するというこ

とであれば、今の状況であれば、考えなけれ

ばならないのは、もし万が一通らない、そう

した場合の対応、ある程度各部の資金等で対

応し、市民サービスが滞らないような方策

を、私は今から危機管理として当局も考えて

いかなければならない事態ではないのかと思

うので、その辺は考えがあるのかどうか、再

度答弁をいただきたいと思います。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 再質問にお

答え申し上げます。

まず最初に、外部評価の今後のありようと

いうお尋ねかと受けたところでございます

が、その前提でお答えを申し上げたく存じま

す。

まず、前段で市長からも御答弁申し上げま

したように、市が実施した事業のチェックと

いうのは非常に重要なことでございます。

また、議員さんからもございましたよう

に、最小の経費で最大の効果を上げるために

は、どうしてもこれは避けて通れない仕組み

でございまして、私ども、これも今の総合振

興計画の中に大きく位置づけまして実施して

まいりました。

特に、外部評価につきましては、学識経験

者や公募市民で組織されました１５人の行政

改革推進委員が三つの部会に分かれまして、

総合振興計画の六つの基本方針、６本柱とい

うふうに呼んでおりますが、これをそれぞれ

分担し、施策、事務事業の内部評価について

検証しております。

また、この行政改革推進委員におきまして

は、詳細に審議すべきと判断した施策等につ

きましては、特に担当課よりさらに詳しいヒ

アリングなどを実施した上で、施策の進捗状

況の妥当性やその他の方向性について御意見

をいただいております。

なお、今年度から市民の皆様に外部評価で

の審議の模様を傍聴していただくために、外

部評価を公開することといたしまして、日時

や会議を市のホームページでお知らせしまし

て、外部の方においでいただいております。

その結果、今年度は延べ１０回開催いたし

ました会議には、延べ１１人の傍聴人がござ

いました。今後に向けましても、さらに多く

の市民が傍聴に訪れるように、公開について

の周知方法等も改善しながら、考えてまいり

たいと思っております。

続きまして、２点目の、仮に国の予算編成

に関連予算法案等が可決されなかった場合の

危機管理ということのお尋ねでございますけ

れども、これは当然、私どもこれまで何回か

経験してきております。その都度、さまざま

なことを考えながら実施してきております。

当然のことながら、市民に影響を与えるとい

うことはあってはならないことでございます

ので、先ほど市長からも御答弁申し上げまし

たように、国、県と連携をとりながらスムー

ズに執行してまいりたい、このように考えて

おりますので、御理解のほどを賜りたくお願

い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） 以上で、総括質疑を

終結します。

─────────────────

◎日程第３７ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○議長（馬場騎一君） 日程第３７ 特別委

員会の設置及び議案の付託を行います。
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お諮りします。

ただいま一括上程しました議案の審議に当

たりましては、１７名をもって構成する予算

審査特別委員会、９名をもって構成する補正

予算審査特別委員会、８名をもって構成する

条例等審査特別委員会をそれぞれ設置し、こ

れに付託の上、慎重に行いたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、予算審査特別委員会、定数１７

名、補正予算審査特別委員会、定数９名、条

例等審査特別委員会、定数８名の３特別委員

会を設置し、これに付託することに決しまし

た。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第１号から

議案第１０号までの１０件を、補正予算審査

特別委員会には、議案第１１号から議案第１

８号までの８件を、条例等審査特別委員会に

は、議案第１９号から議案第２９号までの１

１件を、それぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第３８ 特別委員会委員の選

任

○議長（馬場騎一君） 日程第３８ 特別委

員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました３特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、はじめに、予算審査特別委員

会を大会議室において開催し、引き続き、補

正予算審査特別委員会を大会議室、条例等審

査特別委員会を第２会議室において、それぞ

れ願います。

─────────────────

◎日程第３９ 請願第１号

○議長（馬場騎一君） 日程第３９ 請願第

１号を議題とします。

お諮りします。

この請願は、請願文書表のとおり、産業建

設常任委員会に付託したいと思います。これ

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、請願第１号環太平洋経済連携協定

（ＴＰＰ）交渉参加阻止に関する意見書提出

を求める請願は、産業建設常任委員会に付託

することに決しました。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 以上で、本日の日程

は終了しました。

なお、明８日及び９日は、議案熟考のた

め、本会議は休会となります。

次回本会議は１０日で、市政に対する一般

質問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１１時００分 散会


